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【背景と目的】

近年、地球温暖化によって海水温も上昇し、ノリ養殖の開始時期の遅れ等が生じてい
ます。適切な時期に養殖を開始するために、水温の予測技術の開発に取り組みました。

水温の予測技術の開発

【成果の内容】

水温の予測ができれば、適切な時期に養殖が
開始できるため、生産量の安定につながる

図１ 過去と近年のノリ養殖開始時期の水温の推移

高水温による成長不良通常のノリ

水温

日付

０(1月1日) (12月31日)

理論平年値過去の実測値・牛窓沖の水温データを使用
・水温が一年間で一周（季節的に変動）すると仮定
・2001-2020年のデータを基に、理論平年値を作成
・理論平年値と現在の水温との誤差を基に予測
・一週間後の実測値の偏差を基に精度検証

水温予報の考え方

【理論平年値のモデル式】

W(t)=t日目の水温

（1月1日はt=1，T=365.24，θ=2πt/T）

W(t)=A0+Σ Ak・coskθ+ Bk・sinkθ

最も誤差が小さくなるn を求める 実測値と理論平年値のイメージ

水温予報の結果
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ズレ（偏差） 実測値 ７日後の見込み値

開発した予測式を用いて、2021年の予測を実施

図２ 2021年の牛窓沖の実測値と一週間後の予測値、両者の偏差

一週間後の偏差（ズレ）が1℃以内の割合は92%

目標の（90%）を上回った

水産研究所のHPに反映済み

一週間後までの見込み値を閲覧可能
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1976-90年

2009-23年

一定の精度を有する予測技術を開発することができました。今後は、
精度検証と活用状況の調査を通じて、よりよい情報発信に努めます。
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一週間後の予測値
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